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俳
人
五
仲
庵
有
節
伝
追
補

矢　

羽　

勝　

幸

一
、
緒　

言

　

俳
句
の
歴
史
に
正
岡
子
規
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
が
、
大
き
な
立
場
に
立
っ
て
観
た
時
、
子
規
は
良
い
こ
と
ば
か
り
を
主
張
し
た
の
で
は
な

か
っ
た
。
子
規
の
た
め
に
誤
っ
た
方
向
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
象
が
い
く
つ
も
あ
る
。「
連
句
」
も
そ
う
で
あ
る
し
、〝
月
並
〟
と
称

せ
ら
れ
た
幕
末
・
明
治
俳
諧
の
扱
い
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
〝
月
並
〟
と
蔑
称
さ
れ
た
幕
末
・
明
治
俳
人
の
中
に
も
確
か
に
〝
月
並
俳
人
〟
が
い
た
が
、
ま
た
そ
う
で
な
い
俳
人
も
い
た
。
そ
の
点
を
確

か
な
眼
で
分
別
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
扱
う
五
仲
庵
有
節
（
一
八
〇
五
―
七
二
）
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
〝
非
月
並
俳
人
〟
の
一
人

で
今
後
更
に
研
究
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
私
は
そ
の
認
識
の
も
と
に
か
つ
て
『
俳
人　

五
仲
庵
有
節（

１
）
伝
』
と
い
う
小
著
を
公
に
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
資
料
の
不
足
も
あ
っ
て
十
分
な
成
果
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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本
稿
は
、『
俳
人　

五
仲
庵
有
節
伝
』
刊
行
以
後
新
た
に
見
出
し
た
資
料
を
四
期
に
分
け
て
紹
介
、
今
後
の
有
節
研
究
の
資
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

ち
な
み
に
有
節
の
本
名
は
瀧
澤
与
四
郎
、
の
ち
澤
元
衡
と
改
め
た
。
信
州
上
田
在
生
塚（

２
）
村
の
生
ま
れ
で
、
生
家
は
農
業
を
主
と
す
る
大
工
業

で
一
人
の
兄
が
い
た
。
俳
諧
は
、
春
秋
庵
系
の
江
戸
俳
人
中
村
碓
嶺
に
師
事
し
た
。

二
、
第
一
期　

小
蓑
庵
執
筆
時
代

　

本
業
で
あ
っ
た
大
工
業
を
や
め
て
江
戸
本
町
一
丁
目
の
俳
諧
師
中
村
碓
嶺
の
家
（
小
蓑
庵
）
に
同
居
す
る
の
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）、

以
後
小
蓑
庵
に
同
居
す
る
こ
と
五
年
、天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
ふ
し
ま
つ
を
起
こ
し
破
門
に
近
い
処
分
を
受
け
た
。
し
た
が
っ
て
第
一
期
は
、

文
政
十
二
年
か
ら
天
保
五
年
ま
で
の
五
年
間
で
あ
る
。
こ
の
期
は
、
師
の
旧
号
を
名
乗
り
椿ち

ん
か
い海
と
号
し
た
。

　

こ
の
期
に
お
け
る
新
事
実
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
惟
草
の
編
刊
し
た
『
い
ほ
び
ら
き
』
で
あ
る
。

　

か
た
蔭
の
出
来
て
ゆ
ら
つ
く
桔
梗
哉　

椿
海

三
、
第
二
期　

遊
歴
時
代

　

小
蓑
庵
を
去
っ
た
有
節（
椿
海
）は
、江
戸
に
い
る
こ
と
が
で
き
ず
諸
国
を
遊
歴
す
る
。天
保
六
年（
一
八
三
五
）名
古
屋
に
お
い
て「
嵐
堂
有
節
」

の
俳
号
で
『
は
ま
を
ぎ
集
』（
処
女
撰
集
・
半
紙
本
一
冊
・
二
十
五
丁
）
を
刊
行
、
以
後
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
ま
で
日
本
各
地
を
巡
っ
た
。

　

こ
の
期
に
お
け
る
新
事
実
は
、『
は
ま
を
ぎ
集
』
を
刊
行
し
た
天
保
六
年
名
古
屋
の
三
輪
蓼
光
（
の
ち
の
月
底
）
が
刊
行
し
た
『
城
南
拾
遺
』

所
載
の
次
の
八
句
で
あ
る
。
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休
処
き
め
て
わ
か
れ
て
小
ま
つ
引　
椿
海
更　

有
節

　

黄
鳥
や
さ
の
ミ
木
も
な
き
川
む
か
ひ　
　
　
　

ゝ

　

間
〳
〵
に
よ
い
畑
あ
り
て
山
ざ
く
ら　
　
　
　

ゝ

　

一
寸
着
て
毎
日
に
な
る
袷
か
な　
　
　
　
　
　

ゝ

　

正
面
は
葉
が
ち
に
な
り
し
牡
丹
哉　
　
　
　
　

ゝ

　
　
　

日
光
う
ら
見
の
瀧
に
て

　

潜
り
出
て
見
か
へ
る
瀧
を
茅
の
輪
哉　
　
　
　

ゝ

　

ミ
な
落
る
音
し
て
桐
の
ひ
と
は
哉　
　
　
　
　

ゝ

　

黙
る
に
も
次
第
の
あ
る
や
き
り
〴
〵
す　
　
　

ゝ

四
、
第
三
期　

京
都
時
代
前
期

　

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
春
か
夏
、
有
節
は
、
京
都
東
山
に
居
を
構
え
た
。
同
年
五
月
東
山
に
お
い
て
『
た
ね
ぶ
く
ろ　

東
山
五
哥
仙
』（
半

紙
本
一
冊
・
十
三
丁
）
を
刊
行
、
以
後
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
ま
で
京
都
市
内
を
転
々
と
移
り
つ
つ
俳
諧
活
動
を
展
開
す
る
。
こ
の
第
三
期

と
次
の
第
四
期
は
、
い
わ
ば
有
節
の
俳
諧
人
生
そ
の
も
の
で
著
作
に
月
並
に
顕
著
な
活
動
を
も
っ
て
い
る
。

　

第
三
期
に
お
け
る
新
事
実
は
多
岐
に
渉
る
が
、
ま
ず
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
禾
葉
が
編
集
・
刊
行
し
た
『
藁
笠
集　

員
外
』
と
朶
尤
が
編

集
・
刊
行
し
た
『
両
隣
集
』
に
先
ず
指
を
屈
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

川
風
の
わ
た
る
お
上
や
更
衣　

有
節
（『
藁
笠
集　

員
外
』）

　

蟷
螂
の
な
ぶ
る
や
臼
の
た
ま
り
水　
京
有
節
（『
両
隣
集
』）
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以
下
年
次
に
従
っ
て
紹
介
し
た
い
。

　

天
保
十
一
年　

一
八
四
〇　

三
十
六
歳

⑴　

芦
雁
集　

奇
淵
編

　

長
雨
を
一
重
に
う
け
て
け
し
の
花　
　

有
節

　

天
保
十
三
年　

一
八
四
二　

三
十
八
歳

⑴　

夏
か
は
ず
（
師
成
田
蒼
虬
追
善
集
）　

梅
通
編

　

月
花
の
ひ
と
つ
は
欠
し
お
も
ひ
か
な　

有
節

⑵　

は
な
な
づ
な　

淡
叟
編

　

引
明
や
花
に
さ
だ
ま
る
森
の
形
り　

山
城
有
節

　

天
保
十
四
年　

一
八
四
三　

三
十
九
歳

⑴　

清
容
帖　

江
三
編

　

ま
が
ひ
な
き
一
本
木
也
初
ざ
く
ら　
　
京
有
節

⑵　

狭
蓑
集　

南
枝
編

　

江
に
ひ
ゞ
く
声
の
か
へ
し
や
不
如
帰　
京
有
節

　

こ
の
年
は
、
師
蒼
虬
の
一
周
忌
に
相
当
し
、
同
門
川
原
悠
々
が
追
善
の
摺
物
（
二
枚
組
）
を
発
行
、
有
節
も
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。
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同
年
は
、
他
に
も
呂
鳳
編
の
春
興
一
枚
摺
、
万
丈
・
四
端
編
の
四
端
立
机
披
露
の
一
枚
摺
、
雲
帯
・
清
亮
編
の
夏
興
一
枚
摺
、
素
屋
編
の
芭

蕉
百
五
十
回
忌
記
念
一
枚
摺
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。

　

天
保
十
五
年　

一
八
四
四　

四
十
歳

⑴　

歳
旦
一
枚
摺　
　

梅
室
編

　

二
段
組
の
摺
物
で
有
節
の
他
に
大
阪
の
素
屋
、
矢
掛
の
一
柳
等
三
十
一
名
の
歳
旦
吟
を
収
録
す
る
。

⑵　

春
興
一
枚
摺　
　

梅
笠
編

　

三
段
組
の
摺
物
で
有
節
の
他
、
梅
笠
・
虚
白
・
九
起
・
岱
年
・
梅
通
・
卓
池
・
鳳
朗
等
一
七
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑶　

春
興
一
枚
摺　
　

明
良
編

　

二
段
組
の
摺
物
で
有
節
の
他
、
梅
笠
・
九
起
・
岱
年
・
淡
節
等
一
〇
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑷　

東
升
薙
髪
記
念
一
枚
摺　

東
升
編

　

三
段
組
の
摺
物
で
有
節
の
他
、
九
起
・
梅
室
・
虚
白
・
黙
池
等
一
二
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

夏
興
一
枚
摺　

烏
谷
編

　

四
段
組
。
有
節
の
他
、
岱
年
・
一
具
・
卓
池
・
得
蕪
等
九
十
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑹　

秋
興
一
枚
摺　

大
年
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
卓
池
・
鳳
朗
・
一
具
等
五
十
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑺　

谷
川
護
物
追
善
一
枚
摺　

淡
水
編

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
虚
白
・
梅
室
・
逸
淵
・
碓
嶺
・
葛
古
等
一
一
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。
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⑻　

秋
興
一
枚
摺　

養
瓜
編

　

養
瓜
は
伊
賀
上
野
の
俳
人
。
有
節
と
は
特
に
親
し
か
っ
た
。
有
節
を
含
め
て
十
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑼　

冬
興
一
枚
摺　

養
瓜
編

　

有
節
の
他
、
岱
年
・
九
起
・
梅
室
・
素
屋
等
二
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑽　

ひ
と
つ
く
り　

涼
莎
編

　

磯
臭
き
中
に
垣
し
て
け
し
の
花　
ラ
ク
有
節

本
書
は
佐
々
木
宇
喬
の
追
善
集
。

　

弘
化
二
年　

一
八
四
五　

四
十
一
歳

⑴　

歳
旦
一
枚
摺　

石
居
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
九
起
・
梅
通
・
逸
淵
等
八
十
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑵　

歳
旦
一
枚
摺　

柳
壷
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
素
屋
等
九
十
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑶　

春
興
一
枚
摺　

春
室
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
鳳
朗
・
多
代
女
・
梅
室
等
四
十
八
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑷　

春
興
一
枚
摺　

鶯
呼
編

　

模
様
入
り
の
短
冊
枠
に
各
句
を
記
す
。
有
節
の
他
、
杜
鷲
・
九
起
等
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

夏
興
一
枚
摺　

梅
盧
編
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二
段
組
。
有
節
の
他
、
虚
白
・
九
起
・
梅
室
・
梅
通
等
六
十
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑹　

雅
琴
五
十
齢
祝
賀
一
枚
摺　

雅
琴
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
岱
年
・
梅
室
・
碓
嶺
・
芹
舎
等
一
三
八
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑺　

八
千
叟
快
気
祝
賀
一
枚
摺　

淡
叟
編

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
九
起
・
養
瓜
・
岱
年
・
梅
室
等
一
四
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑻　

秋
興
一
枚
摺　

凡
来
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
・
梅
通
等
六
十
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑼　

露
渕
追
善
一
枚
摺　

孤
松
編

　

二
段
組
。
露
渕
は
河
内
交
野
の
俳
人
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
等
二
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑽　

百
丈
・
素
伯
帰
東
送
別
一
枚
摺　

太
乙
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
九
起
・
鼎
左
・
見
外
・
鳳
朗
・
由
誓
等
四
十
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑾　

秋
興
一
枚
摺　

北
山
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
鼎
左
・
素
屋
・
逸
淵
等
九
十
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑿　

秋
興
一
枚
摺　

梧
葉
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
由
誓
・
得
蕪
・
梅
室
等
一
一
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒀　

秋
興
一
枚
摺　

悠
平
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
・
素
屋
・
乙
良
等
八
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒁　

秋
興
一
枚
摺　

木
山
編
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有
節
の
他
、
由
誓
・
素
屋
・
悠
々
・
一
具
等
二
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒂　

秋
興
一
枚
摺　

斑
竹
編

　

有
節
の
他
、
四
十
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒃　

秋
興
一
枚
摺　

素
日
編

　

有
節
の
他
、
梅
室
・
卓
池
等
四
十
八
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒄　

夏
興
一
枚
摺　

悠
平
編

　

有
節
の
他
、
祭
魚
等
二
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒅　

秋
興
一
枚
摺　

二
葉
編

　

有
節
の
他
、
一
具
・
為
山
・
多
代
女
・
溶
々
等
二
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒆　

冬
興
一
枚
摺　

一
雨
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
九
起
等
二
十
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒇　

あ
け
ぼ
の
集　

雲
烟
社
編

　

か
ざ
り
日
に
野
ハ
む
ら
さ
き
や
秋
の
風　
京
有
節

　

俳
諧
相
生
集　

可
松
編

　

本
書
の
序
文
は
有
節
が
書
い
て
い
る
が
、
す
で
に
小
著
『
俳
人　

五
仲
庵
有
節
』
に
紹
介
済
み
で
あ
る
の
で
序
文
以
外
の
歌
仙
（
一
部
）
を

掲
出
し
た
い
。

　

可
松
還
暦
の
一
巡
歌
仙

　

輝
き
を
か
う
べ
に
う
け
る
初
日
か
な　
　

可
松
（
発
句
）
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し
き
り
に
薫
る
大
庭
の
梅　
　
　
　
　

桃
谷
（
脇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

う
ろ
〳
〵
鶏
の
ね
ぐ
ら
た
づ
ね
る　
　

一
泉

　

若
が
へ
る
松
の
き
ほ
ひ
を
花
と
見
て　
　

有
節

　
　

富
貴
に
ふ
え
る
正
月
の
膳　
　
　
　
　

執
筆

　
　
　
　
　

〇

　
　

賀
耳
順

　

蝶
鳥
に
足
も
と
わ
か
き
齢
ひ
か
な　
　
　

有
節
（
発
句
）

　
　

す
ミ
れ
い
ろ
よ
き
垣
の
う
ち
外　
　
　

可
松
（
脇
）

　

あ
た
ゝ
か
く
筏
急
が
す
水
の
出
て　
　
　

桃
谷

以
下
三
吟
歌
仙
。

　
　
　

四　

吟

　

樹
の
裏
に
付
て
夜
明
る
ほ
た
る
か
な　
　

可
松
（
発
句
）

　
　

田
舟
の
垢
の
た
ま
る
さ
み
だ
れ　
　
　

有
節
（
脇
）

　

茶
ど
こ
ろ
は
却
て
古
き
茶
を
焚
て　
　
　

梅
室

　
　

足
の
そ
ろ
は
ぬ
か
ら
う
す
の
お
と　
　

桃
谷

以
下
四
吟
歌
仙
。

　

加
茂
川
も
上
ミ
は
ま
た
げ
て
花
す
ゝ
き　

有
節
（
発
句
）
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ま
た
黄
昏
の
ほ
め
く
月
し
ろ　
　
　
　

可
松
（
脇
）

以
下
両
吟
歌
仙
。

　

垣
ひ
と
へ
外
は
月
夜
や
鳴
千
ど
り　
　
　

桃
谷
（
発
句
）

　
　

あ
す
の
水
く
む
木
が
ら
し
の
中　
　
　

芊
尤
（
脇
）

　

雪
車
曳
の
峠
下
り
れ
バ
音
も
な
し　
　
　

有
節

　
　

居
酒
を
お
も
の
駄
菓
子
片
店　
　
　
　

可
松

以
下
四
吟
歌
仙
。

　

弘
化
三
年　

一
八
四
六　

四
十
二
歳

⑴　

朝
笴
集　

物
成
編

　

雨
ひ
と
日
人
を
休
め
る
花
ざ
か
り　
京
有
節

⑵　

そ
の
に
ほ
ひ　

不
識
編

　

松
風
の
下
に
夜
明
の
を
ど
り
哉　

有
節

⑶　

歳
旦
一
枚
摺　

悠
平
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
逸
淵
・
卓
池
等
八
十
八
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑷　

春
興
一
枚
摺　

夕
照
編　

　

有
節
の
他
、
由
誓
・
一
具
・
西
馬
等
五
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

夏
興
一
枚
摺　

一
花
編　
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三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
未
足
・
一
具
等
百
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑹　

見
外
草
庵
移
徒
祝
一
枚
摺　

見
外
編

　

四
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
・
葛
古
・
梅
笠
等
二
七
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑺　

夏
興
一
枚
摺　

呂
鳳
編

　

有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
・
卓
𠀋
等
七
十
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑻　

卓
池
七
七
日
追
善
一
枚
摺　

一
止
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
・
由
誓
等
七
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑼　

凡
来
ト
居
祝
賀
一
枚
摺　

凡
来
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
九
起
等
七
十
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

弘
化
四
年　

一
八
四
七　

四
十
三
歳

⑴　

麦
が
ら
笛　

菱
池
編

　

愛
想
に
雪
花
ち
り
て
春
の
月　

有
節

⑵　

夏
興
一
枚
摺　

希
康
編

　

名
残
と
て
蘂
も
か
く
さ
ぬ
牡
丹
か
な　

有
節

他
に
岱
年
・
梅
室
等
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑶　

歳
旦
一
枚
摺　

梧
葉
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
芹
舎
・
九
起
等
五
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。
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⑷　

春
興
一
枚
摺　

好
静
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
九
起
・
逸
淵
等
二
百
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

歳
旦
一
枚
摺　

素
山
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
・
梅
通
・
鼎
左
等
一
三
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑹　

夏
興
一
枚
摺　

鶯
居
編　

　

有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
鼎
左
・
逸
淵
等
二
十
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑺　

春
興
一
枚
摺　

藤
涯
編　

　

有
節
の
他
、
梅
室
・
林
曹
等
八
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑻　

古
谷
還
暦
祝
賀
一
枚
摺　

北
梅
編　

　

三
段
組
。
巻
頭
の
一
巡
歌
仙
に
有
節
が
参
加
。
祝
儀
の
発
句
に
も
一
句
を
寄
せ
る
。
発
句
は
有
節
の
他
、
而
后
・
為
山
等
一
四
九
名
の
作
品

を
収
録
す
る
。

⑼　

春
興
一
枚
摺　

古
鳳
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
虚
白
・
素
屋
・
九
起
等
九
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑽　

春
興
一
枚
摺　

花
仏
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
六
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑾　

卓
池
句
碑
建
立
記
念
一
枚
摺　

逸
秋
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
通
・
梅
室
・
逸
淵
・
月
底
等
一
五
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑿　

呂
川
送
別
記
念
一
枚
摺　

松
什
編　
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三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
淡
節
・
抱
儀
・
多
代
女
等
一
二
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒀　

秋
興
一
枚
摺　

萬
里
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
淡
節
・
逸
淵
等
一
三
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒁　

秋
興
一
枚
摺　

其
僊
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
月
底
・
多
代
女
等
一
一
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒂　

歳
旦
一
枚
摺　

井
左
編　

　

有
節
の
他
、
鳥
吟
・
素
屋
等
二
十
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒃　

歳
旦
一
枚
摺　

太
乙
編　

　

有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
林
曹
・
九
起
等
二
十
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

嘉
永
元
年　

一
八
四
八　

四
十
四
歳

⑴　

松
洞
薙
髪
祝
賀
一
枚
摺　

宗
古
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
梅
通
・
岱
年
等
二
三
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑵　

秋
興
一
枚
摺　

鶯
呼
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
虚
白
・
梅
笠
・
逸
淵
等
一
六
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑶　

鳳
朗
大
祥
忌
記
念
一
枚
摺　

竹
烟
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
四
山
子
・
梅
室
・
逸
淵
等
百
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑷　

春
興
一
枚
摺　

鶯
居
編　
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有
節
の
他
、
梅
室
・
芹
舎
・
逸
淵
・
竹
烟
等
四
十
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

遅
流
古
稀
記
念
一
枚
摺　

遅
流
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
林
曹
・
蟻
兄
・
墨
芳
等
二
一
八
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑹　

春
興
一
枚
摺　

羅
紅
女
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
多
代
女
・
逸
淵
等
五
十
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑺　

歳
旦
一
枚
摺　

み
も
と
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
梅
通
・
梅
笠
・
未
足
等
一
五
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑻　

三
巴
園
花
渓
初
老
祝
賀
一
枚
摺　

花
渓
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
杜
鷲
・
墨
芳
・
大
夢
等
四
十
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑼　

更
水
浪
花
送
別
一
枚
摺　

梅
室
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
由
誓
・
逸
淵
・
西
馬
等
一
八
〇
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑽　

秋
興
一
枚
摺　

里
作
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
一
具
・
九
起
等
七
十
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑾　

春
興
一
枚
摺　

西
畴
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
虚
白
・
黙
池
・
逸
淵
等
百
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑿　

鼎
左
結
庵
祝
賀
一
枚
摺　

鼎
左
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
杜
鷲
・
曲
淵
・
九
起
・
由
誓
等
一
六
〇
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒀　

秋
興
一
枚
摺　

巴
陵
編　
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二
段
組
。
有
節
の
他
、
抱
儀
・
為
山
・
西
馬
・
見
外
等
六
十
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒁　

秋
興
一
枚
摺　

波
同
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
岱
年
・
素
屋
・
梅
通
・
鼎
左
・
梅
室
等
一
五
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒂　

秋
興
一
枚
摺　

馬
兄
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
琴
堂
・
逸
淵
・
弘
湖
・
梅
笠
等
一
四
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒃　

半
百
賀　

雅
琴
編　

　

菊
屋
平
兵
衛
板
。
九
起
序
文
。
有
節
が
跋
文
を
執
筆
す
る
よ
し
だ
が
未
見
。

　

嘉
永
二
年　

一
八
四
九　

四
十
五
歳

⑴　

歳
旦
一
枚
摺　

呂
川
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
芹
舎
・
曲
淵
・
為
山
・
梅
笠
等
二
〇
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑵　

歳
旦
一
枚
摺　

英
泉
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
九
起
・
梅
通
等
一
五
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑶　

吉
野
山
曳
杖
記
念
一
枚
摺　

夷
逸
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
見
外
・
苣
丸
・
西
馬
・
為
山
等
一
一
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑷　

歳
旦
一
枚
摺　

鶯
居
編　

　

有
節
の
他
、
逸
淵
等
二
十
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

春
興
一
枚
摺　

伯
遠
編　
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二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
逸
淵
・
黙
池
等
一
二
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑹　

桜
桃
庵
湧
瀧
還
暦
の
賀
一
枚
摺　

湧
瀧
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
岱
年
・
杜
蓼
・
抱
儀
・
多
代
女
等
百
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑺　

餘
力
老
人
一
周
忌
追
善
一
枚
摺　

得
蕪
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
・
逸
淵
・
蓬
宇
等
一
七
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑻　

夏
興
一
枚
摺　

苣
丸
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
由
誓
・
為
山
・
弘
湖
・
葛
古
等
八
十
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑼　

萬
像
陸
奥
行
脚
記
念
一
枚
摺　

西
馬
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
四
山
子
・
曲
淵
・
逸
淵
・
抱
儀
等
七
十
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑽　

秋
興
一
枚
摺　

舎
用
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
逸
淵
・
梅
室
・
由
誓
・
未
足
等
一
七
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑾　

秋
興
一
枚
摺　

羽
長
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
芹
舎
・
杜
蓼
・
逸
淵
等
七
十
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑿　

秋
興
一
枚
摺　

得
蕪
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
銀
岱
・
逸
淵
等
一
七
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒀　

霞
潮
居
士
追
善
一
枚
摺　

梅
巌
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
九
起
・
淡
節
・
岱
年
・
芹
舎
等
三
十
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒁　

水
哉
若
狭
留
別
記
念
一
枚
摺　

水
哉
編　
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有
節
の
他
、
梅
室
・
杜
鷲
・
素
屋
・
鼎
左
・
桃
五
等
三
十
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒂　

秋
興
一
枚
摺　

左
一
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
芹
舎
・
梅
通
・
逸
淵
等
百
八
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒃　

今
人
名
家
類
題
集　

祖
郷
編　

　

扇
ほ
ど
笹
を
り
か
ざ
す
花
見
か
な　
　
　

有
節

　

人
呼
で
扇
も
ど
す
や
花
の
中　
　
　
　
　

 

ゝ

　

あ
ら
礒
も
あ
る
夜
は
越
て
猫
の
恋　
　
　

 

ゝ

　

田
も
人
も
ふ
え
て
小
里
や
夏
神
楽　
　
　

 

ゝ

　

飛
先
に
野
明
り
引
て
鳴
鶉　
　
　
　
　
　

 
ゝ

⒄　

嵐
山
集　

石
外
編

　

元
旦
や
竹
に
等
し
き
人
ご
ゝ
ろ　
　
　
　

有
節

⒅　

き
く
す
い
し
う　

思
篤
・
東
泉
編

　

朧
気
の
け
さ
ハ
は
な
れ
し
桐
の
花　
　
京
有
節

⒆　

わ
ら
べ
な
り　

沢
洲
編

　

春
風
や
松
に
か
ぎ
ら
ぬ
野
の
み
ど
り　

京
有
節

　

嘉
永
三
年　

一
八
五
〇　

四
十
六
歳

⑴　

氷
室
集　

潮
堂
編
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木
や
竹
の
色
に
ま
か
せ
て
更
衣　
洛
陽
有
節

⑵　

む
ら
お
花
文
台　

折
桂
編

　

日
の
落
て
松
風
も
ど
る
霞
か
な　
　

有
節

⑶　

京
魚
初
老
賀
一
枚
摺　

京
魚
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
黄
山
・
多
代
女
。
苣
丸
等
八
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑷　

喜
久
里
還
暦
祝
一
枚
摺　

喜
久
里
編　

　

有
節
の
他
、
梅
室
・
一
具
・
岱
年
・
可
大
・
素
屋
・
林
曹
等
三
十
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

春
興
一
枚
摺　

呼
亭
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
・
岱
年
・
多
代
女
等
一
二
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑹　

歳
旦
一
枚
摺　

夷
岳
編　

　

有
節
の
他
、
梅
室
・
岱
年
・
九
起
・
芹
舎
・
梅
通
等
三
十
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑺　

春
興
一
枚
摺　

雪
琴
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
梅
通
・
芹
舎
・
九
起
等
一
二
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑻　

春
興
一
枚
摺　

山
海
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
通
・
九
起
・
岱
年
・
苣
丸
等
一
九
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑼　

夏
興
一
枚
摺　

得
蕪
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
岱
年
・
九
起
・
逸
淵
・
素
屋
等
一
八
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑽　

扇
和
二
生
の
後
披
露
一
枚
摺　

未
足
編　
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三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
通
・
岱
年
・
鼎
左
・
立
宇
等
一
三
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑾　

夏
興
一
枚
摺　

市
猿
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
淡
節
・
曲
淵
・
九
起
・
梅
通
等
一
五
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑿　

夏
興
一
枚
摺　

篤
之
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
九
起
・
悠
々
・
卓
郎
・
梅
通
等
七
十
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒀　

秋
興
一
枚
摺　

茶
雷
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
芹
舎
・
九
起
・
逸
淵
・
葛
古
等
百
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒁　

秋
興
一
枚
摺　

舎
用
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
通
・
素
屋
・
岱
年
・
九
起
等
九
十
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒂　

秋
興
一
枚
摺　

山
子
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
九
起
・
梅
通
・
立
器
・
逸
淵
等
一
八
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒃　

秋
興
一
枚
摺　

梢
山
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
九
起
・
芹
舎
・
梅
通
・
蟻
兄
等
二
六
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒄　

佳
挙
園
等
栽
新
居
祝
一
枚
摺　

等
栽
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
淡
節
・
葛
古
・
未
足
等
二
五
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

嘉
永
四
年　

一
八
五
一　

四
十
七
歳

⑴　

此
花
集　

完
甫
編
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ひ
と
声
に
み
ち
る
陽
気
や
は
つ
烏　

有
節

⑵　

三
幅
対　

雪
窓
編

　

人
だ
か
り
す
る
や
月
夜
の
門
清
水　
京
有
節

⑶　

こ
と
ふ
り
集　

如
雲
編

　

浪
こ
さ
ぬ
ま
で
の
垣
根
や
月
と
梅　

有
節

⑷　

皐
月
晴　

潮
堂
編

　

 

五
月
雨
の
晴
間
な
つ
か
し
く
独
窓
前
に
む
か
ひ
居
し
折
り
か
ら
阿
叟
の
黄
泉
へ
お
も
む
か
れ
し
よ
し
東
都
無
為
庵
よ
り
告
越
さ
れ
け
る
に
打

驚
れ
只
合
掌
し
て
東
の
空
を
拝
す
る
の
ミ

き
ゆ
る
と
も
せ
め
て
は
か
へ
せ
夏
の
雲　
洛
有
節

　
　
〈「
阿
叟
」
は
第
一
の
師
小
蓑
庵
碓
嶺
を
指
す
〉

⑸　

東
桜
集　

遜
阿
編

　

柚
の
花
や
今
樹
に
見
し
を
膳
の
上　
山
城
有
節

⑹　

春
興
一
枚
摺　

布
国
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
九
起
・
芹
舎
・
梅
通
・
由
誓
・
為
山
・
一
具
等
五
十
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑺　

春
興
一
枚
摺　

雲
涯
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
九
起
・
鼎
左
・
未
足
・
逸
淵
等
一
一
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑻　

春
興
一
枚
摺　

ち
か
ら
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
悠
々
・
九
起
・
琴
堂
等
七
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。
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⑼　

秋
興
一
枚
摺　

思
風
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
・
芹
舎
・
梅
通
等
八
十
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑽　

秋
興
一
枚
摺　

亀
年
編　

　

有
節
の
他
、
芹
舎
・
梅
通
・
逸
淵
・
寄
三
・
多
代
女
等
七
十
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑾　

秋
興
一
枚
摺　

ち
か
ら
編　

　

有
節
の
他
、
一
具
・
多
代
女
・
為
山
・
岱
年
・
氷
壷
等
二
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑿　

泉
花
女
追
善
一
枚
摺　

古
棠
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
・
芹
舎
・
抱
儀
・
一
具
等
一
一
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒀　

田
川
鳳
朗
七
回
忌
追
善
摺
物　

鶯
居
編

　

三
枚
あ
り
。
そ
の
最
初
の
一
枚
に
出
句
。
二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
九
起
・
芹
舎
・
岱
年
等
七
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒁　

秋
興
一
枚
摺　

怡
々
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
室
・
梅
通
・
九
起
等
八
十
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

嘉
永
五
年　

一
八
五
二　

四
十
八
歳

⑴　

当
時
名
家
此
華
集　

半
舎
編

　

門
出
れ
バ
左
右
に
成
り
ぬ
月
と
う
め　
京
有
節

⑵　

を
ぐ
る
ま
集　

故
厓
編

　

行
の
ミ
で
戻
る
鳥
な
し
雲
の
峰　
京
有
節
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⑶　

歳
旦
一
枚
摺　

春
松
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
勇
魚
・
芹
舎
・
梅
通
・
九
起
等
八
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑷　

歳
旦
一
枚
摺　

故
厓
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
岱
年
・
九
起
・
葛
古
・
琴
堂
等
一
五
八
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

春
興
一
枚
摺　

和
泉
編　

　

有
節
の
他
、
月
波
・
由
誓
・
素
屋
・
逸
淵
・
祖
郷
・
一
具
等
五
十
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑹　

春
興
一
枚
摺　

普
陽
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
通
・
芹
舎
・
九
起
・
苣
丸
等
二
百
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑺　

夫
雪
送
別
の
一
枚
摺　

夫
雪
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
通
・
文
海
・
逸
淵
・
梅
笠
等
六
十
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑻　

挙
一
送
別
の
一
枚
摺　

挙
一
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
芹
舎
・
素
屋
・
丁
知
・
得
蕪
等
一
五
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑼　

夏
興
一
枚
摺　

撫
泉
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
一
具
・
逸
淵
・
由
誓
・
鳥
吟
等
一
〇
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑽　

夏
興
一
枚
摺　

岸
譲
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
通
・
芹
舎
・
文
海
・
一
具
等
六
十
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑾　

歳
旦
一
枚
摺　

為
山
編　

　

有
節
の
他
、
岱
年
・
月
底
・
鳥
吟
・
白
斎
・
素
屋
等
八
十
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。
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⑿　

歳
旦
一
枚
摺　

撫
泉
編　

　

有
節
の
他
、
芹
舎
・
梅
通
・
南
々
・
多
代
女
・
西
馬
等
四
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒀　

春
興
一
枚
摺　

月
岡
編　

　

有
節
の
他
、
九
起
・
素
屋
・
鳥
吟
・
多
代
・
為
山
等
三
十
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒁　

春
興
一
枚
摺　

宇
均
編　

　

有
節
の
他
、
岱
年
・
芹
舎
・
西
馬
・
見
外
・
為
山
等
三
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒂　

歳
旦
一
枚
摺　

夷
岳
編　

　

有
節
の
他
、
芹
舎
・
為
山
・
西
馬
・
逸
淵
・
素
屋
等
十
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒃　

梅
月
父
祖
追
善
一
枚
摺　

梅
月
編　

　

有
節
の
他
、
梅
室
・
芹
舎
・
見
外
・
逸
淵
・
抱
儀
等
三
十
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒄　

楽
水
居
士
追
善
一
枚
摺　

一
峰
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
九
起
・
梅
通
・
琴
堂
・
葛
古
等
一
五
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒅　

秋
興
一
枚
摺　

冬
守
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
芹
舎
・
梅
通
・
逸
淵
・
苣
丸
・
漣
々
等
一
六
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒆　

冬
興
一
枚
摺　

呉
城
編　

　

有
節
の
他
、
公
成
・
為
山
・
抱
儀
・
素
屋
・
一
之
・
淡
節
等
五
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒇　

梅
室
追
善
の
一
枚
摺　

素
交
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
淡
節
・
黙
池
・
梅
通
・
立
器
・
一
之
・
梅
塵
等
一
九
八
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。
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刊
行
推
定
（
天
保
八
年
―
嘉
永
五
年
）

四
季

発
句
類
題
花
筏
集　

鷺
秋
編

初
鶏
や
ま
た
歯
朶
提
し
人
通
り　
　
　

有
節

唯
お
く
も
を
し
き
地
面
や
月
と
梅　
　

ゝ

い
つ
越
し
て
瀧
よ
り
上
や
鳴
水
鶏　
　

ゝ

う
き
上
て
□
□
き
苔
や
霜
ば
し
ら　
　

ゝ

お
ろ
し
来
て
沢
の
日
を
お
ふ
小
鴨
哉　

ゝ

五
、
第
四
期　

京
都
時
代
後
期

　

第
四
期
は
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
桜
井
梅
室
没
（
嘉
永
五
年
没
）
後
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
他
界
す
る
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

ま
で
の
十
九
年
間
を
い
う
。
こ
の
期
は
い
わ
ば
有
節
の
全
盛
期
と
い
う
べ
き
で
、
出
版
を
含
め
俳
諧
活
動
す
べ
て
に
充
実
し
て
い
た
。

　

嘉
永
六
年　

一
八
五
三　

四
十
九
歳

⑴　

句
仙　

樗
影
編

　

本
書
は
嘉
永
当
時
の
著
名
俳
人
画
像
集
で
あ
る
。
有
節
の
肖
像
は
従
来
知
ら
れ
て
い
る
も
の
が
な
い
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
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雪
な
が
ら
山
ハ
優
美
の
は
つ
日
哉　

五
仲
庵
有
節

画
者
は
、
年
木
庵
松
巣
。

⑵　

か
れ
ぎ
く
集　

辰
丸
編

　

本
書
は
桜
井
梅
室
の
追
善
集
で
あ
る
が
、
嘉
永
五
年
十
二
月
一
日
京
都
東
山
双
林
寺
で
行
わ
れ
た
追
悼
一
巡
百
韻
に
次
の
付
句
を
付
け
て
い

る
。

　
　

い
ら
ぬ
間
数
に
く
ば
る
と
も
し
火　

竹
坡

　

寒
い
の
を
堪
る
う
ち
に
花
ざ
か
り　

有
節

次
は
追
悼
句
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人
も
樹
も
時
来
て
か
る
ゝ
あ
ら
し
哉　

有
節

⑶　

な
か
の
九
日　

三
鬼
編

　

杓
踏
で
鶯
な
く
や
門
清
水　
京
有
節

⑷　

微
雨
集　

清
水
編

　

杓
踏
で
鶯
啼
く
や
門
し
ミ
づ　

有
節

⑸　

龍
が
岡　

蛎
山
編

　

御
降
や
鴨
の
眠
り
も
さ
め
ぬ
ほ
ど　
京
有
節

⑹　

四
山
孤
円
斎
改
号
祝
賀
一
枚
摺　

四
山
編

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
芹
舎
・
梅
通
・
逸
淵
・
梅
笠
等
七
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑺　

春
興
一
枚
摺　

大
年
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
通
・
芹
舎
・
多
代
女
・
抱
儀
等
一
一
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑻　

布
丈
還
暦
祝
賀
一
枚
摺　

布
丈
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
逸
淵
・
苣
丸
・
未
足
・
宣
頂
等
二
〇
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑼　

歳
旦
一
枚
摺　

尋
香
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
芹
舎
・
淡
節
・
逸
淵
・
葛
古
等
二
〇
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑽　

歳
旦
一
枚
摺　

呉
城
編　

　

有
節
の
他
、
芹
舎
・
素
屋
・
舎
用
・
一
止
・
逸
淵
・
潮
堂
等
四
十
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑾　

嘯
月
還
暦
祝
一
枚
摺　

鼎
跡
編　
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二
段
組
。
有
節
の
他
、
芹
舎
・
文
海
・
鼎
左
・
素
屋
等
九
十
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑿　

夏
興
一
枚
摺　

松
隣
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
一
具
・
為
山
・
西
馬
・
公
成
等
一
三
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒀　

い
ミ
夫
改
号
祝
一
枚
摺　

　

四
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
通
・
芹
舎
・
公
成
・
五
渡
・
ノ
左
等
二
四
〇
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒁　

冬
興
一
枚
摺　

閑
那
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
公
成
・
芹
舎
・
由
誓
・
苣
丸
・
漣
々
等
一
九
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⒂　

歳
旦
一
枚
摺　

一
瓢
編　

　

有
節
の
他
、
多
代
女
・
素
屋
・
御
風
・
見
外
・
素
交
等
二
十
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

安
政
元
年　

一
八
五
四　

五
十
歳

⑴　

こ
ひ
の
た
よ
り　

万
古
編

　

本
書
は
連
句
の
恋
句
の
秀
逸
作
を
集
め
て
い
る
が
、
有
節
作
品
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

頬
当
も
は
さ
ま
ぬ
ま
で
の
仮
ま
く
ら　

有
節

　
　

旱
に
音
の
た
へ
ぬ
懸
戸
樋

　
　

〇

　
　

こ
け
る
襖
に
忍
び
か
ね
た
り　

有
節

　

医
突
合
す
れ
ど
薬
ハ
も
た
ぬ
也
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⑵　

夕
ば
え　

梅
通
編

　

本
書
は
第
二
の
師
蒼
虬
の
追
善
集
で
あ
る
が
、
嘉
永
七
年
三
月
八
日
、
京
都
双
林
寺
中
文
阿
弥
亭
で
興
行
し
た
蒼
虬
追
善
脇
起
俳
諧
（
一
巡
）

の
名
残
の
花
を
有
節
が
付
け
て
い
る
。

　

小
寒
き
は
さ
す
が
に
花
の
さ
か
り
か
な　
　

蒼
虬

　
　

巣
立
鴉
の
呼
か
ハ
す
声　
　
　
　
　
　
　

梅
通

　
　
（
以
下
一
巡
中
略
）

　

過
る
ほ
ど
花
の
薫
の
し
た
ハ
し
く　
　
　
　

有
節

　
　

惣
〳
〵
あ
ふ
ぐ
塔
の
陽
炎　
　
　
　
　
　

執
筆

手
向
詠
の
中
に

　

お
も
か
げ
も
花
に
な
つ
か
し
杖
の
あ
と　
　

有
節

⑶　

歳
旦
一
枚
摺　

青
池
編　

　

有
節
の
他
、
丁
知
・
逸
淵
・
西
馬
・
見
外
・
公
成
・
芹
舎
・
文
海
等
五
十
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑷　

春
興
一
枚
摺　

鼎
左
編　

　

有
節
の
他
、
素
屋
・
為
山
等
十
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

春
興
一
枚
摺　

如
檉
編　

　

有
節
の
他
、
梅
通
・
芹
舎
・
文
海
・
素
屋
等
二
十
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑹　

歳
旦
一
枚
摺　

柳
花
編　

　

有
節
の
他
、
梅
通
・
公
成
・
月
坡
・
鼎
左
・
鳥
岳
・
文
海
等
二
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。
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⑺　

一
具
追
善
一
枚
摺　

由
誓
編　

　

有
節
の
他
、
公
成
・
梅
通
・
芹
舎
・
抱
儀
・
逸
淵
・
卓
郎
等
五
十
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑻　

菊
丸
古
稀
祝
一
枚
摺　

亀
成
編　

　

有
節
の
他
、
公
成
・
多
代
女
・
由
誓
・
逸
淵
・
舎
用
等
九
十
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

安
政
二
年　

一
八
五
五　

五
十
一
歳

⑴　

青
あ
ら
し　

宣
和
編

　

行
灯
の
見
こ
し
に
明
て
な
つ
の
月　

有
節

⑵　

類
題
発
句
小
雨
集　

艾
園
編

　

御
降
や
か
も
の
眠
り
も
さ
め
ぬ
ほ
ど　
　

有
節

　

雪
花
の
肩
吹
こ
ゆ
る
ど
ん
ど
か
な　
　
　

ゝ

　

め
で
ら
る
ゝ
い
ろ
も
一
日
の
す
ゞ
な
哉　

ゝ

　

初
午
や
松
も
声
よ
む
人
の
跡　
　
　
　
　

ゝ

　

何
処
や
ら
に
な
じ
ミ
有
野
の
菫
哉　
　
　

　ゝ

　

草
の
香
の
中
に
月
夜
の
団
か
な　
　
　
　

ゝ

　

あ
た
ら
夜
を
野
に
只
置
て
火
取
虫　
　
　

ゝ

⑶　

歳
旦
一
枚
摺　

芳
草
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
由
誓
・
為
山
・
卓
郎
・
梅
笠
等
一
二
八
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。
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⑷　

歳
旦
一
枚
摺　

太
素
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
公
成
・
芹
舎
・
梅
笠
・
逸
淵
・
ミ
き
雄
等
百
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

秋
興
一
枚
摺　

秋
峨
編　

　

有
節
の
他
、
由
誓
・
抱
儀
・
見
外
・
多
代
女
・
逸
淵
等
一
二
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑹　

如
雲
四
十
九
日
一
枚
摺　

舎
用
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
西
馬
・
抱
儀
・
逸
淵
・
梅
通
等
一
一
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

安
政
三
年　

一
八
五
六　

五
十
二
歳

⑴　

な
ご
り
月　

米
女
ら
編

　

本
書
は
太
乙
の
大
祥
忌
追
善
集
で
あ
る
が
有
節
も
左
の
一
句
を
載
せ
る
。

　

こ
が
ら
し
の
か
〱
と
ハ
し
ら
ず
人
の
上　

有
節

⑵　

曲
阜
二
条
家
俳
諧
祝
儀
の
摺
物　

曲
阜
編　

　
　

二
条
御
殿
月
の
御
会
に
官
服
免
許
を
蒙
り
て

　

い
た
ゞ
き
て
其
か
げ
広
し
月
の
松　

曲
阜

　
　

官
服
の
御
ゆ
る
し
を
う
け
て
故
園
に
帰
ら
る
ゝ
照
顔
斎
主
に
対
し
て

　

雲
の
う
へ
お
り
て
踏
野
の
錦
か
な　

有
節

⑶　

歳
旦
一
枚
摺　

芝
船
編　

　

有
節
の
他
、
梅
通
・
芹
舎
・
素
屋
・
為
山
・
多
代
等
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。
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⑷　

歳
旦
一
枚
摺　

金
英
編　

　

有
節
の
他
、
公
成
・
鼎
左
・
為
山
・
西
馬
・
素
屋
等
二
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

春
興
一
枚
摺　

素
暁
編　

　

有
節
の
他
、
梅
通
・
公
成
・
芹
舎
・
蟻
兄
・
逸
淵
・
由
誓
等
三
十
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑹　

秋
興
一
枚
摺　

徳
斎
編　

　

有
節
の
他
、
梅
裡
・
西
馬
・
抱
儀
・
ミ
き
雄
・
為
山
・
鳥
吟
等
六
十
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

安
政
四
年　

一
八
五
七　

五
十
三
歳

⑴　

雪
竿
集　

鳳
洲
編

　

菜
の
花
や
川
も
は
る
か
の
千
鳥
か
げ　
京
有
節

⑵　

歳
旦
一
枚
摺　

俵
山
編　

　

二
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
通
・
公
成
・
芹
舎
・
鳥
吟
・
為
山
等
八
十
六
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑶　

秋
興
一
枚
摺　

鳥
岳
編　

　

有
節
の
他
、
文
海
・
見
外
・
素
屋
・
淡
節
・
祖
郷
・
梅
裡
等
三
十
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑷　

夏
興
一
枚
摺　

珉
子
編　

　

有
節
の
他
、
鳥
岳
・
文
海
・
多
代
女
・
為
山
・
大
夢
等
三
十
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

応
可
の
父
其
道
十
回
忌
一
枚
摺　

応
可
編　

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
芹
舎
・
逸
淵
・
由
誓
・
弘
湖
等
一
九
〇
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。
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安
政
五
年　

一
八
五
八　

五
十
四
歳

⑴　

竹
苑
集　

貞
斎
編

　

伸
過
て
は
な
る
ゝ
つ
る
や
こ
と
し
竹　

有
節

⑵　

を
ぐ
る
ま　

月
之
編

　

雪
花
も
祝
ひ
に
似
た
り
松
の
内　
山
城
有
節

⑶　

春
興
一
枚
摺　

有
節
編

　

誉
た
日
の
腰
折
れ
し
た
る
餘
寒
か
な　

有
節

他
に
嵐
牛
・
砂
山
・
応
可
・
宇
雀
・
鷲
橋
・
風
柯
・
潮
月
・
九
峰
の
発
句
を
収
録
す
る
。

⑷　

成
田
蒼
虬
十
七
回
忌
追
善
一
枚
摺　

祖
郷
編

　

三
段
組
。
有
節
の
他
、
梅
通
・
芹
舎
・
梅
笠
・
潮
堂
・
弘
湖
・
鶯
室
・
苣
麿
・
素
水
・
墨
芳
・
松
頂
・
淡
節
等
二
二
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

鳥
吟
追
善
一
枚
摺　

山
子
編　

　

四
段
組
。
有
節
の
他
、
公
成
・
黙
池
・
芹
舎
・
逸
淵
・
漣
々
・
舎
用
・
不
染
・
可
大
・
大
夢
・
波
同
・
為
山
等
二
四
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

安
政
六
年　

一
八
五
九　

五
十
五
歳

⑴　

類
題
新
花
筏
集　

鶯
宿
・
眉
山
編

　

朝
の
気
の
さ
し
て
暮
け
り
松
の
内　
　
　
　

有
節

　

振
舞
の
先
も
旅
寝
や
小
正
月　
　
　
　
　
　

ゝ

　

春
風
や
松
に
か
ぎ
ら
ぬ
野
は
ミ
ど
り　
　
　

ゝ
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休
ミ
処
き
め
て
わ
か
れ
て
小
松
曳　
　
　
　

ゝ

　

も
て
は
や
す
嵯
峨
野
ゝ
露
や
初
若
菜　
　
　

ゝ

　

う
ぐ
ひ
す
や
耳
に
手
か
ざ
す
野
ゝ
嵐　
　
　

ゝ

　

さ
し
て
か
ら
雨
も
か
ゝ
ら
ぬ
や
な
ぎ
か
な　

ゝ

　

花
咲
や
小
野
は
日
頃
の
炭
け
ぶ
り　
　
　
　

ゝ

　

雨
一
日
人
を
静
め
て
花
ざ
か
り　
　
　
　
　

ゝ

　

卯
の
花
に
同
じ
寝
覚
や
垣
隣　
　
　
　
　
　

ゝ

　

柚
の
花
や
今
木
に
ミ
し
を
膳
の
う
へ　
　
　

ゝ

　

聞
た
処
い
は
ず
に
お
け
ず
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
　

ゝ

　

田
も
人
も
ふ
え
し
小
里
や
夏
神
楽　
　
　
　

ゝ

　

稲
妻
や
人
な
き
門
の
お
き
床
几　
　
　
　
　

ゝ

　

初
月
や
ま
た
人
通
ふ
野
ゝ
清
水　
　
　
　
　

ゝ

　

行
鷺
の
日
枝
に
か
た
れ
て
秋
の
月　
　
　
　

ゝ

　

静
ま
り
て
夜
の
は
な
れ
行
尾
花
哉　
　
　
　

ゝ

　

稲
舟
や
む
だ
事
ら
し
き
棹
遣
ひ　
　
　
　
　

ゝ

　

野
明
り
の
う
へ
に
進
ん
で
後
の
月　
　
　
　

ゝ

　

あ
と
ざ
り
に
鳥
居
を
く
ゞ
る
紅
葉
か
な　
　

ゝ

　

む
ら
降
の
雪
や
お
り
に
き
畑
の
鳥　
　
　
　

ゝ
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有
明
の
う
つ
く
し
過
る
寒
か
な　
　
　
　
　

ゝ

　

杖
む
け
て
か
た
か
ふ
道
の
木
の
は
か
な　
　

ゝ

　

山
茶
花
や
日
を
背
に
負
ふ
て
立
咄
し　
　
　

ゝ

　

あ
と
へ
の
ミ
か
ゞ
り
の
き
く
や
鳴
く
千
鳥　

ゝ

　

し
は
ぶ
い
て
犬
さ
え
よ
せ
ず
網
代
守　
　
　

ゝ

⑵　

あ
さ
ゆ
ふ
べ　

留
木
編

　
　

福
芝
斎
追
悼

　

む
さ
し
野
も
た
ゞ
ま
ぼ
ろ
し
や
秋
の
こ
ゑ　

有
節

「
福
芝
斎
」
は
得
蕪
の
別
号
で
あ
る
。

　

万
延
元
年　

一
八
六
〇　

五
十
六
歳

⑴　

く
れ
な
ゐ
集　

蔦
雨
編　

　
　

叙

　

日
枝
の
ふ
も
と
坂
本
の
里
は
む
か
し
蕉
翁
の
松
ハ
花
よ
り
お
ぼ
ろ
に
て
と
賞
談
あ
り
し
唐
崎
に
つ
ら
な
れ
る
す
く
セ
に
や
三
津
川
于
当
叟
は

ふ
か
く
俳
道
を
好
め
る
の
あ
ま
り
ち
か
き
あ
た
り
の
人
々
を
ミ
ち
び
か
れ
ツ
ゝ
常
に
三
井
寺
の
門
叩
か
ば
や
と
風
興
あ
り
し
清
光
を
仰
ぎ
猶
堅

田
に
お
ち
て
旅
寝
す
る
病
鴈
の
哀
に
観
想
の
こ
ゝ
ろ
を
得
て
い
よ
〳
〵
練
磨
し
、
世
に
ひ
ろ
く
知
ら
る
ゝ
正
風
の
信
者
な
り
し
が
天
寿
か
ぎ
り

あ
り
て
黄
泉
に
趣

（
マ
マ
）れ
し
も
は
や
三
十
餘
り
三
め
ぐ
り
に
成
り
ぬ
れ
ば
今
の
あ
る
じ
蔦
雨
す
み
や
か
に
遠
忌
追
善
の
筵
を
ま
う
け
、
か
ね
て
親
し

き
雅
客
を
ま
ね
き
て
蓮
の
花
の
遺
吟
に
脇
を
お
こ
し
、
お
の
〳
〵
一
韻
を
継
て
夫
に
と
し
ご
ろ
聞
え
し
海
内
の
名
士
達
の
詞
草
の
匂
は
し
き
を
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さ
へ
と
り
そ（

マ
マ
）ひ
な
き
霊
を
慰
め
ら
れ
し
ハ
彼
の
八
軸
妙
音
に
も
増
り
て
こ
よ
な
き
供
養
成
る
べ
し
。
か
く
て
そ
が
く
さ
〴
〵
を
無
下
に
紙
魚
の

す
ミ
か
に
な
さ
ん
や
は
と
て
と
み
ニ
梓
に
の
ぼ
せ
て
打
つ
け
に
「
く
れ
な
ゐ
集
」
と
號
て
同
志
の
風
家
に
贈
る
と
ぞ
。
は
た
雨
子
も
一
た
び
ハ

都
に
庵
を
む
す
び
て
推
敲
せ
し
ニ
さ
り
が
た
き
事
の
あ
り
て
し
ば
ら
く
望
を
う
し
な
は
れ
し
が
既
に
齢
も
半
百
に
み
ち
け
れ
ば
男
木
雞
ニ
世
を

ゆ
だ
ね
て
ま
す
〳
〵
風
雅
に
あ
そ
ば
ん
と
す
。
さ
れ
バ
四
方
よ
り
此
鳰
の
湖
に
吹
入
れ
る
花
の
便
の
し
げ
〳
〵
し
く
あ
ら
ま
ほ
し
げ
な
る
を
押

は
か
り
て
法
席
の
燈
下
に
漣
の
よ
る
べ
た
ど
〳
〵
し
き
萍
の
ね
な
し
ご
と
を
し
る
す
。

　

萬
延
元
庚
申
之
初
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
仲
有
節
（
花
押
）

巻
頭
の
于
当
追
善
脇
起
一
巡
歌
仙

　

く
れ
な
ゐ
に
咲
も
浮
世
の
は
ち
す
か
な　

于
当
居
士
（
発
句
）

　
　

西
日
に
風
の
か
を
る
敷
砂　
　
　
　
　

木
雞
（
脇
）

　

宰
領
を
彳
な
が
ら
呼
継
て　
　
　
　
　
　

蔦
雨
（
第
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）

　
　

あ
か
ね
な
が
ら
に
は
こ
び
出
す
雲　
　

白
長

　

散
て
の
ち
い
ま
も
名
に
立
滋
賀
の
花　
　

有
節
（
名
残
り
の
花
）

　
　

坐
に
並
び
居
る
膝
の
う
ら
ゝ
か　
　
　

桃
乙
（
挙
句
）

　
　
　
　
　

〇

　
　

嵐
山
に
さ
ま
よ
ひ
て
三
軒
茶
屋
に
や
ど
を
求
む

　

見
つ
か
れ
し
花
に
く
つ
ろ
ぐ
心
か
な　
　

蔦
雨

　
　

苣
葉
ば
か
り
を
宿
の
も
て
な
し　
　
　

有
節
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（
以
下
半
歌
仙
略
）

　

初
声
に
か
へ
て
賑
ハ
し
帰
る
雁　

有
節

⑵　

歳
旦
一
枚
摺　

撫
泉
編　

　

有
節
の
他
、
為
山
・
見
外
・
卓
郎
・
梅
通
・
公
成
・
等
栽
等
六
十
二
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑶　

一
挙
園
一
周
忌
追
善
一
枚
摺　

茶
雷
編　

　

有
節
の
他
、
多
代
女
・
為
山
・
公
成
・
尋
香
・
素
屋
等
五
十
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

文
久
元
年　

一
八
六
一　

五
十
七
歳

⑴　

春
興
一
枚
摺　

草
友
編　

　

有
節
の
他
、
梅
通
・
抱
儀
・
尋
香
・
素
屋
・
多
代
女
等
七
十
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑵　

秋
興
一
枚
摺　

花
嬌
編　

　

有
節
の
他
、
ミ
き
雄
・
公
成
・
九
起
・
波
同
・
而
后
等
六
十
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

文
久
二
年　

一
八
六
二　

五
十
八
歳

⑴　

お
き
な
が
鳥　

欣
月
編

　

ほ
め
く
日
に
後
せ
か
る
ゝ
萩
見
哉　

有
節

⑵　

お
な
じ
花　

信
兆
編

　

口
に
す
る
脊
を
す
れ
〳
〵
や
桐
一
葉　

有
節
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文
久
三
年　

一
八
六
三　

五
十
九
歳

⑴　

狗
児
集　

五
休
編

　

は
つ
耳
に
鶯
う
れ
し
庵
の
朝　
　
　
　

有
節

⑵　

玉
鱗
集　

四
勿
等
編

　

寄
生
木
の
時
得
ぶ
り
也
は
つ
ざ
く
ら　

有
節

　

元
治
元
年　

一
八
六
四　

六
十
歳

⑴　

家
つ
と
集　

井
月
編

　

嶋
も
な
き
空
に
一
ツ
の
雲
雀
か
な　
　

有
節

⑵　

松
柏
集　

素
山
・
唫
風
編

　
　

俳
聖
堂
老
人
は
官
務
の
い
と
ま
古
池
の
源
流
を
逆
の
ぼ
り
て
今
年
健
や
か
に
古
稀
の
齢
を
重
ね
ら
れ
給
ふ
を
祝
し
て
贈
る

　

是
か
ら
も
永
き
ミ
ど
り
ぞ
七
わ
か
菜　

有
節　

⑶　

春
興
一
枚
摺　

一
志
編　

　

有
節
の
他
、
梅
通
・
文
海
・
淡
節
・
為
山
・
未
足
・
吟
風
等
四
十
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑷　

歳
旦
一
枚
摺　

一
叶
編　

　

有
節
の
他
、
鳥
岳
・
等
栽
・
氷
壷
・
春
湖
・
唫
風
・
苣
麿
等
六
十
一
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。
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慶
応
元
年　

一
八
六
五　

六
十
一
歳

⑴　

名
家
自
筆
万
春
楽　

楳
暁
編

　

巻
頭
に
有
節
の
座
像
（
略
画
）
と
左
の
一
句
を
自
筆
で
記
す
。

　
　
　
　

対
東
山

　

日
頃
見
し
ミ
ね
ぞ
な
つ
か
し
け
ふ
の
月　

五
仲
有
節
（
花
押
）

⑵　

春
興
一
枚
摺　

玉
英
編　

　

有
節
の
他
、
公
成
・
芹
舎
・
文
海
・
鳥
岳
・
自
長
・
波
同
等
三
十
七
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

慶
応
二
年　

一
八
六
六　

六
十
二
歳

⑴　

歳
旦
一
枚
摺　

寄
三
編　

　

有
節
の
他
、
公
成
・
為
山
・
等
栽
・
清
民
・
洒
雄
・
素
屋
等
六
十
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑵　

歳
旦
一
枚
摺　

蕗
淇
編　

　

有
節
の
他
、
芹
舎
・
文
海
・
梅
裡
・
蟻
道
・
黙
池
・
土
前
等
六
十
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑶　

春
興
一
枚
摺　

右
朗
編　

　

有
節
の
他
、
公
成
・
素
屋
・
為
山
・
等
栽
・
洒
雄
・
寄
三
等
六
十
四
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑷　

夏
興
一
枚
摺　

可
慎
編　

　

有
節
の
他
、
梅
通
・
公
成
・
鼎
左
・
逸
淵
・
見
外
・
鳥
吟
等
五
十
三
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑸　

道
し
る
べ
集　

也
足
編
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初
花
や
わ
け
入
過
て
跡
も
ど
り　
京
有
節

　

慶
応
三
年　

一
八
六
七　

六
十
三
歳

⑴　

春
湖
初
老
祝
一
枚
摺　

春
湖
編　

　

有
節
の
他
、
公
成
・
文
海
・
九
起
・
ミ
き
雄
・
未
足
等
二
十
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑵　

歳
旦
一
枚
摺　

露
山
編　

　

有
節
の
他
、
芹
舎
・
九
起
・
公
成
・
一
止
・
為
山
・
琴
堂
等
九
十
九
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

⑶　

俳
家
新
聞　

乙
彦
編

　

何
な
り
と
花
あ
る
さ
と
の
小
春
哉　
京
有
節

⑷　

伯
州
大
山
御
本
社
広
前
奉
額
の
撰
者
を
つ
と
む
。
撰
者
は
有
節
の
他
に
鼎
左
・
文
海
・
一
眠
・
塵
外
の
四
名
。

　

月
花
は
と
も
あ
れ
雪
の
伯
耆
不
二　

有
節

　

明
治
元
年　

一
八
六
八　

六
十
四
歳

⑴　

歳
旦
一
枚
摺　

石
丈
編　

　

有
節
の
他
、
文
海
・
黙
池
・
弘
湖
・
為
山
・
見
外
・
ミ
き
雄
等
四
十
五
名
の
作
品
を
収
録
す
る
。

　

明
治
二
年　

一
六
八
九　

六
十
五
歳

⑴　

長
野
市
西
長
野
諏
訪
神
社
俳
額
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鳰
の
鳴
果
は
知
れ
け
り
野
の
霞　

有
節

六
、
年
次
不
詳

⑴　

雞
肋
集　

大
古
編

　

里
〳
〵
を
声
の
表
や
は
つ
烏　
　
　
　

有
節

⑵　

花
の
賀
集　

江
波
編

　

と
か
く
し
て
木
隠
れ
易
し
閑
古
鳥　
　

有
節

⑶　

俳
諧
慶
応
六
百
題　

碓
嶺
編

　

初
鶏
や
ま
た
歯
朶
堤
し
人
通　
　
　
　

有
節

　

舞
蝶
に
後
先
の
な
き
寒
哉　
　
　
　
　

ゝ

　

門
出
れ
バ
左
右
に
な
り
ぬ
月
と
梅　
　

ゝ

　

け
し
の
花
麦
に
紛
れ
て
ゆ
れ
に
け
り　

ゝ

　

江
に
ひ
ゞ
く
声
の
か
へ
し
や
子
規　
　

ゝ

　

野
ば
か
り
も
見
ら
る
ゝ
空
を
時
鳥　
　

ゝ

　

秋
立
や
植
ぬ
草
木
を
ま
く
ら
元　
　
　

ゝ

　

箸
と
り
し
我
を
そ
こ
ら
に
盆
の
月　
　

ゝ

　

雲
や
け
の
残
り
て
峰
の
初
時
雨　
　
　

ゝ

　

有
明
の
う
つ
く
し
過
る
さ
ぶ
さ
哉　
　

ゝ
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庵
の
葎
風
吹
程
に
枯
に
け
り　
　
　
　

ゝ

　

お
ろ
し
来
て
沢
の
日
を
追
ふ
小
鴨
哉　

ゝ

⑷　

禾
葉
居
士
追
善
集　

氷
壷
編

　

野
明
り
に
は
な
す
端
居
や
な
く
蛙　
山
城
有
節

⑸　

日
和
虹　

知
風
編

　

黄
鳥
の
な
ま
り
恥
て
や
啼
か
へ
し　
　

有
節

七
、
同
名
異
人

　

す
で
に
紹
介
し
た
『
な
か
の
九
日
』（
嘉
永
六
年
刊
・
三
鬼
編
）
に
「
ヒ
タ
チ
（
常
陸
）」
の
人
と
し
て
左
の
一
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

つ
く
息
の
眼
鏡
に
く
も
る
寒
さ
哉　
ヒ
タ
チ
有
節

　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
大
西
紀
夫
・
加
藤
定
彦
・
岸
本
悠
子
・
小
林
孔
・
田
坂
英
俊
の
諸
氏
の
お
世
話
に
あ
ず
か
っ
た
。
記
し
て
深

謝
す
る
。

註（
１
）　

矢
羽
勝
幸
『
俳
人　

五
仲
庵
有
節
』（
二
〇
一
七
年
九
月　

ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
ウ
シ
ョ
ン
刊
）。

（
２
）　

現
長
野
県
上
田
市
常
盤
城
四
―
九
六
。




